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ジャパン・アクティブ・グロース 

（分配型） 
運用報告書(全体版) 

 
第16期（決算日2023年６月20日） 

 
作成対象期間（2022年12月21日～2023年６月20日） 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し上げます。 
当作成対象期間の運用状況等についてご報告申し上げます。 
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、お願い申し上げます。 
 

●当ファンドの仕組みは次の通りです｡ 
商 品 分 類 追加型投信／国内／株式 
信 託 期 間 2015年９月25日から2025年12月22日までです。 

運 用 方 針 

ジャパン・アクティブ・グロース マザーファンド（以下「マザーファンド」といいます。）受益証券への投資を通じて、主としてわが
国の株式に実質的に投資し、信託財産の成長を目標に積極的な運用を行なうことを基本とします。 
わが国の株式の中から、個別企業の調査・分析等に基づいたボトムアップアプローチにより、企業の経営戦略や財務戦略などを通じて
長期的な株主資本成長や利益成長が期待できる銘柄を選定します。 

主な投資対象 
ジャパン・アクティブ・グロース 

（分配型） 
マザーファンド受益証券を主要投資対象とします。なお、株式等に直接投資する場合があります。 

マザーファンド わが国の株式を主要投資対象とします。 

主な投資制限 
ジャパン・アクティブ・グロース 

（分配型） 
株式への実質投資割合には制限を設けません。 

マザーファンド 株式への投資割合には制限を設けません。 

分 配 方 針 

毎決算時に、原則として経費控除後の繰越分を含めた配当等収益と売買益（評価益を含みます。）等から、配当等収益等の水準及び基
準価額水準等を勘案して分配します。なお、決算期末の前営業日の基準価額（１万口当たり。支払済みの分配金累計額は加算しません。）
が11,000円以上の場合は、分配対象額の範囲内で、別に定める金額の分配を行なうことを目指します。留保益の運用については、特に
制限を設けず、元本部分と同一の運用を行ないます。 
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ジャパン・アクティブ・グロース（分配型）

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 参 考 指 数 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

東証株価指数 
( T O P I X ) 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ ％ 百万円 

12期(2021年６月21日) 14,190 500 △ 1.6 1,899.45 6.2 96.3 － 3,628 

13期(2021年12月20日) 14,123 500 3.1 1,941.33 2.2 96.5 － 3,810 

14期(2022年６月20日) 11,237 300 △18.3 1,818.94 △ 6.3 96.9 － 3,164 

15期(2022年12月20日) 12,119 400 11.4 1,905.59 4.8 95.9 － 3,615 

16期(2023年６月20日) 13,494 500 15.5 2,283.85 19.9 95.4 － 3,563 
 
＊基準価額の騰落率は分配金込み。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

＊株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 参 考 指 数 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率  騰 落 率 

東証株価指数 
( T O P I X ) 

騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ 

2022年12月20日 12,119 － 1,905.59 － 95.9 － 

12月末 11,958 △ 1.3 1,891.71 △ 0.7 95.9 － 

2023年１月末 12,411 2.4 1,975.27 3.7 96.1 － 

２月末 12,221 0.8 1,993.28 4.6 95.9 － 

３月末 12,535 3.4 2,003.50 5.1 94.6 － 

４月末 12,819 5.8 2,057.48 8.0 95.4 － 

５月末 13,224 9.1 2,130.63 11.8 96.4 － 

(期  末)       

2023年６月20日 13,994 15.5 2,283.85 19.9 95.4 － 
 
＊期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

＊株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
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ジャパン・アクティブ・グロース（分配型）

◎運用経過 

○期中の基準価額等の推移 
 

  

  
（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。作成期首（2022年12月20日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、個々のお客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注）参考指数は、東証株価指数（TOPIX）です。参考指数は、作成期首（2022年12月20日）の値が基準価額と同一となるように計算してお

ります。 

（注）上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 

＊基準価額は15.5％の上昇 

基準価額は、期首12,119円から期末13,994円（分配金込み）に1,875円の値上がりとなりました。 

 

①の局面（期首～１月上旬） 

（下落） 日本銀行のイールドカーブコントロール政策の修正による米ドル安・円高の進行など

を受けて、相場全体が下落。 

 

②の局面（１月上旬～３月中旬） 

（上昇） 米国の景気後退が回避されるとの期待や中国の経済活動再開期待などから景気敏感株

を中心に株価が上昇。 
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ジャパン・アクティブ・グロース（分配型）

（下落） 米国の消費者物価指数が市場予想を上回り、米国の利上げが継続するとの見方などか

ら優良株が下落。 

（上昇） 東京証券取引所がPBR（株価純資産倍率）の低い上場企業に対し改善策を要求すると

報じられたことなどを受け、相場全体が上昇。 

（下落）米地方銀行の経営破綻をきっかけに世界的に信用不安が高まったことで相場全体が下落。 

 

③の局面（３月中旬～期末） 

（上昇） 各国の金融当局が信用不安に対し迅速な措置を講じたことで、信用不安が後退し相場

全体が上昇。 

（下落） それまで株価上昇していた反動などから景気敏感株の株価が下落。 

（上昇） AI（人工知能）需要への期待が高まった半導体関連株や、楽観的な景気見通しが好感

された商社株など景気敏感株を中心に株価が上昇。 

 

○投資環境 

投資環境については、以下のように考えております。 

 

期首から１月上旬にかけては、日本銀行のイールドカーブコントロール政策の修正による米

ドル安・円高の進行などを受けて、相場全体が下落しました。 

１月上旬から３月中旬にかけては、米国の景気や金融引き締め政策の先行きに対する思惑の

ほか、東京証券取引所によるPBRの低い上場企業に対する改善要求、米地方銀行の経営破綻を

きっかけにした信用不安などが交錯し、株式市場は一進一退を繰り返しました。 

３月中旬から期末にかけては、相場全体が大きく上昇しました。信用不安に対し各国の金融

当局が迅速な措置を講じたことや、景気の先行きに対する楽観的な見方などから景気敏感株の

上昇が目立ちました。 

 

○当ファンドのポートフォリオ 

［ジャパン・アクティブ・グロース（分配型）］ 

基本方針として、実質の株式組入比率は高位を維持します。当ファンドは、［ジャパン・ア

クティブ・グロース マザーファンド］を高位に組み入れ、期末には95.4％としました。 

 

［ジャパン・アクティブ・グロース マザーファンド］ 

・株式組入比率 

現物株式につきましては、期を通じて高位を維持し、期末は95.5％としました。 

 

・期中の主な動き 

期末の銘柄数は67銘柄としました。 
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ジャパン・アクティブ・グロース（分配型）

＜投資割合を引き上げた主な業種（東証33業種分類による時価構成比、以下同じ）と銘柄＞ 

①サービス業（期首10.1％→期末13.3％） 

小規模事業主の多い国内研修市場で組織的展開力を強みに成長を続けるインソース、株価下

落したものの中期的な見方に変化のないエムスリーなどを買い付けました。 

②情報・通信業（期首13.2％→期末15.1％） 

株価が低調に推移しているものの中期的な見方に変化のない日本電信電話、KDDIなどを買

い付けました。 

③不動産業（期首0.8％→期末1.4％） 

株主還元策を強化するとともに商業施設の業績回復も見込まれる三井不動産、株価下落した

ものの中期的な見方に変化のないカチタスを買い付けました。 

 

＜投資割合を引き下げた主な業種と銘柄＞ 

①輸送用機器（期首2.8％→期末1.3％） 

米国の販売インセンティブ増加など競争激化の悪影響が懸念される本田技研工業、自転車市

場の在庫調整が想定以上に大きく業績の落ち込みが懸念されるシマノを売却しました。 

②化学（期首14.3％→期末13.1％） 

株価が大きく上昇した信越化学工業、事業環境が悪化しつつある富士フイルムホールディン

グスなどを売却しました。 

③精密機器（期首4.5％→期末3.7％） 

株価が大きく上昇したHOYA、テルモなどを売却しました。 

 

・期末の状況 

＜参考指数と比べ多めに投資している主な業種＞ 

・新たな市場を創出する企業が多く存在するサービス業、情報・通信業、小売業 

・国際競争力が高い企業が多く存在する化学、機械 

 

＜参考指数と比べ少なめに投資している主な業種＞ 

・外部環境の変化により業績が大きく振れる企業が多く存在する輸送用機器、電気機器、銀行

業、卸売業 

・業績拡大の余地が乏しい企業が多く存在する食料品 
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ジャパン・アクティブ・グロース（分配型）

○当ファンドのベンチマークとの差異 

当ファンドは運用の目標となるベンチマー

クを設けておりません。 

コメント・グラフは、基準価額と参考指数の

騰落率の対比です。 

 

参考指数としている東証株価指数（TOPIX）

の騰落率が＋19.9％となったのに対して、基準

価額は＋15.5％となりました。 

 

【主な差異要因】 

（プラス要因） 

①参考指数に比べてパフォーマンスが良かっ

た機械などへの投資割合を多めにしていた

こと 

②参考指数に比べてパフォーマンスが悪かっ

た銀行業、陸運業、食料品、不動産業などへ

の投資割合を少なめにしていたこと 

③参考指数に比べて多めに投資していた信越化学工業、ファーストリテイリング、ダイキン工

業、SMC、ラクスが値上がりしたこと 

 

（マイナス要因） 

①参考指数に比べてパフォーマンスが良かった卸売業、電気機器などへの投資割合を少なめに

していたこと 

②参考指数に比べてパフォーマンスの悪かったサービス業、情報・通信業、小売業などへの投

資割合を多めにしていたこと 

③参考指数に比べて多めに投資していたエムスリー、日本M&Aセンターホールディングス、ユ

ニ・チャーム、MonotaRO、GMOペイメントゲートウェイなどが値下がりしたこと 
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ジャパン・アクティブ・グロース（分配型）

◎分配金 

（１） 今期の分配金は、基準価額水準などを考慮して１万口当たり500円とさせていただきま

した。 

（２） 留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行ないます。 

 

○分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第16期 

2022年12月21日～ 
2023年６月20日 

当期分配金 500  

(対基準価額比率) 3.573％ 

 当期の収益 500  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 3,548   
（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

 

◎今後の運用方針 

［ジャパン・アクティブ・グロース マザーファンド］ 

短期的な株価変動は相場環境に左右されますが、中長期的な株価形成は株主資本の積み上が

りに応じてなされると考えます。したがって当ファンドでは、個別企業の調査・分析等を中心

とした「ボトムアップアプローチ」により、企業の「強さ」と「伸び」をベースに、中長期に

わたり高いROE（株主資本利益率）を継続し株主資本を着実に積み上げると予想される企業を

中心とした投資を行なっていく考えです。 

 

今後の投資環境については、以下のように考えております。 

 

（１） 2022年以降、世界的にインフレの傾向が強まったことなどを背景に、FRB（米連邦準備制

度理事会）は政策金利をリーマンショック直前にあたる2007年の水準まで大幅に引き上

げてきました。しかし、直近はインフレの傾向が落ち着くとともに、米地方銀行の経営破

綻などにより信用収縮の動きが出てきたこともあって、政策金利の引き上げは打ち止め

になるとの見方が強まっており、それが好感されて株式市場は大きく上昇しています。 

 金融引き締めに一巡感が出ることで株価が大きく上昇する現象は「不景気の株高」とも

呼ばれ、リーマンショック前にもみられました。しかし、大幅な金利水準の上昇や信用
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ジャパン・アクティブ・グロース（分配型）

収縮は時間をかけて米国経済に悪影響を与えていくものであり、今回も2023年下期以降

に米国は景気後退（リセッション）に陥るとの見方が有力です。米国が景気後退に陥っ

た場合、輸出企業の多い日本の株式市場で悪影響が出ることは避けられないと予想され

ますが、現在の株式市場では輸出企業をはじめとする景気敏感株の株価が大きく上昇し

ており、楽観的な見方が行き過ぎている印象を受けます。 

 

（２） 東京証券取引所は今年３月に「資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた対応」

と題し、PBRが１倍を割れているなど十分な市場評価を得られていない上場会社に対し、

その要因を分析し改善に向けた取り組みを行うことを求めました。これを受けて大規模

な自社株買いを実施する企業が出てきたこともあり、2023年以降PBR１倍割れ銘柄の株

価が大きく上昇しています。とくに日本では東証プライム上場会社の約半数がPBR１倍

を割れていることもあり、株式市場全体を押し上げる効果も大きくなりました。 

 上場会社が資本コストや株価を意識した経営を実現することは望ましいことだと考えま

す。しかし、ファイナンス理論によると、PBRが１倍を上回るためには資本コストを上

回るROEを実現することが必要であり、その実現のためには自社株買いだけではなく利

益を拡大していく必要があります。とくに日本の企業は利益率が低いためにROEが低水

準にとどまる上場会社が多いのですが、利益率を高めるためには競争力を引き上げたり

ビジネスモデルを変革することが必要となり、その実現は容易ではありません。自社株

買いの発表を受けたPBR１倍割れ銘柄の株価上昇には一巡感もみられはじめており、今

後は利益水準の引き上げを通じたROE向上の実現性が問われる局面に入っていくものと

考えられます。 

 

（３） 世界経済の先行きが依然として予断を許さない中、日本企業全体の業績が拡大を続ける

ことは難しくなっていると認識していますが、一方でマクロ環境に依存することなく独

自要因で成長を続ける企業も存在します。当ファンドとしては今後、独自要因で成長を

続ける企業とその他の企業とのパフォーマンス格差が拡大する「二極化相場」が進む可

能性が高いと考えております。 

 我が国には、刀鍛冶・鋳物職人の時代から長年にわたり熟練工が培ってきた「モノづく

り」の技術力、世界屈指のレベルにある豊富な人的資源・知的財産を背景とした科学技

術力・製品開発力、世界一品質に厳しいとされる日本の顧客の要求に応える中で培って

きた品質力・安定供給力・アフターサービス力などを磨くことで、国際的にみても高い

競争力を持つ企業が存在します。こうした「強い」企業の業績は、外国為替市場の動向

に関わらず拡大傾向にあります。 

 また、IT（情報技術）・オートメーション（自動化）・省エネルギー・ヘルスケアなど、

様々な技術革新を通じて社会的ニーズに応え、新たな市場を創出する、又は社会的ニー

ズに応えられない旧来企業からシェアを奪う形で成長を遂げる企業は存在します。そう
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ジャパン・アクティブ・グロース（分配型）

した革新的な「伸びる」企業は人口減少の続く日本にあっても広大な潜在市場を開拓す

る余地を有しており、直近の業績も拡大基調にあります。 

 このように、マクロ環境が停滞する中でも「強さ」あるいは「伸び」に秀でた企業の業

績拡大基調は続いており、今後もこのような傾向が続く可能性が高いと考えております。 

 

［ジャパン・アクティブ・グロース（分配型）］ 

当ファンドは引き続き第17期の運用に入ります。 

今後の運用に関しましては、前記の投資環境認識とマザーファンドの投資方針のもとで、

ファンドの資金動向に十分配慮しながら、主要投資対象である［ジャパン・アクティブ・グロー

ス マザーファンド］の組み入れを高位に維持し、基準価額の向上に努めてまいります。 

 

今後とも引き続きご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

 

 

  



品 名：90001_140655_016_03_ジャパン・アクティブ・グロース（分配型）_971027.docx 

日 時：2023/7/19 15:39:00 

ページ：9 

 

－ 9 － 
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○１万口当たりの費用明細 (2022年12月21日～2023年６月20日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 100  0.795  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 48)  (0.384)  ファンドの運用とそれに伴う調査、受託会社への指図、法定書面等の作成、 
基準価額の算出等 

 （ 販 売 会 社 ） ( 48)  (0.384)  購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理 
および事務手続き等 

 （ 受 託 会 社 ） (  3)  (0.027)  ファンドの財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行等 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 4   0.035   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
   ※売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） (  4)  (0.035)   

（c） そ の 他 費 用 0   0.002   (c)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） (  0)  (0.002)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 合 計 104   0.832    

期中の平均基準価額は、12,528円です。  

 
＊期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果

です。 

＊各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

＊売買委託手数料およびその他費用は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するもの

を含みます。 

＊各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数

第３位未満は四捨五入してあります。 
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ジャパン・アクティブ・グロース（分配型）

（参考情報） 

◯総経費率 

当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価

証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で

除した総経費率（年率）は1.59％です。 
 

  
（注）当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証券取引税を含みません。 

（注）各比率は、年率換算した値です。 

（注）当ファンドの費用は、マザーファンドが支払った費用を含みます。 

（注）上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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○売買及び取引の状況 (2022年12月21日～2023年６月20日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
ジャパン・アクティブ・グロース マザーファンド 57,204 112,700 339,827 738,200 

 
＊単位未満は切り捨て。 

 

○株式売買比率 (2022年12月21日～2023年６月20日) 

 

項 目 
当 期 

ジャパン・アクティブ・グロース マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 45,479,463千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 65,475,831千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.69   
 
＊(b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2022年12月21日～2023年６月20日) 

 

＜ジャパン・アクティブ・グロース（分配型）＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜ジャパン・アクティブ・グロース マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
株式 19,844 2,265 11.4 25,634 632 2.5 

平均保有割合 5.4%       
 
※平均保有割合とは、マザーファンドの残存口数の合計に対する当該子ファンドのマザーファンド所有口数の割合。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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ジャパン・アクティブ・グロース（分配型）

 

項 目 当 期 
売買委託手数料総額（A） 1,321千円 
うち利害関係人への支払額（B） 123千円 

（B）／（A） 9.3％   
 
＊売買委託手数料総額は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するものです。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは野村
證券株式会社です。 

 

○組入資産の明細 (2023年６月20日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

ジャパン・アクティブ・グロース マザーファンド 1,842,875 1,560,252 3,556,127 
 
＊口数・評価額の単位未満は切り捨て。 

 

○投資信託財産の構成 (2023年６月20日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

ジャパン・アクティブ・グロース マザーファンド 3,556,127 94.1 

コール・ローン等、その他 221,102 5.9 

投資信託財産総額 3,777,229 100.0 
 
＊金額の単位未満は切り捨て。 

 

 

親投資信託残高 
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ジャパン・アクティブ・グロース（分配型）

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2023年６月20日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 3,777,229,416   

 コール・ローン等 177,001,729   

 ジャパン・アクティブ・グロース マザーファンド(評価額) 3,556,127,687   

 未収入金 44,100,000   

(B) 負債 213,945,452   

 未払収益分配金 132,034,851   

 未払解約金 52,070,596   

 未払信託報酬 29,778,148   

 未払利息 310   

 その他未払費用 61,547   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 3,563,283,964   

 元本 2,640,697,020   

 次期繰越損益金 922,586,944   

(D) 受益権総口数 2,640,697,020口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 13,494円 
 

（注）期首元本額は 2,983,266,164 円、期中追加設定元本額は

136,361,132円、期中一部解約元本額は478,930,276円、１口当た

り純資産額は1.3494円です。 
 

○損益の状況 (2022年12月21日～2023年６月20日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △        3,858   

 受取利息 9   

 支払利息 △        3,867   

(B) 有価証券売買損益 521,142,598   

 売買益 573,970,970   

 売買損 △   52,828,372   

(C) 信託報酬等 △   29,839,695   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 491,299,045   

(E) 前期繰越損益金 △  224,479,137   

(F) 追加信託差損益金 787,801,887   

 (配当等相当額) (    802,146,171)  

 (売買損益相当額) (△   14,344,284)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 1,054,621,795   

(H) 収益分配金 △  132,034,851   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 922,586,944   

 追加信託差損益金 787,801,887   

 (配当等相当額) (    802,373,754)  

 (売買損益相当額) (△   14,571,867)  

 分配準備積立金 134,785,057   
 
＊損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによる

ものを含みます。 

＊損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等

相当額を含めて表示しています。 

＊損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設

定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいい

ます。 

 

（注）分配金の計算過程（2022年12月21日～2023年６月20日）は以下の通りです。 

項 目 
当 期 

2022年12月21日～ 
2023年６月20日 

a. 配当等収益(経費控除後) 26,949,213円 

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 164,875,485円 

c. 信託約款に定める収益調整金 802,373,754円 

d. 信託約款に定める分配準備積立金 74,995,210円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 1,069,193,662円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 4,048円 

g. 分配金 132,034,851円 

h. 分配金(１万口当たり) 500円 
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ジャパン・アクティブ・グロース（分配型）

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 500円 
 
※分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合、分配金は全額普通分配金となります。 

※分配前の基準価額が個別元本を上回り、分配後の基準価額が個別元本を下回る場合、分配金は個別元本を上回る部分が普通分配金、下回

る部分が元本払戻金（特別分配金）となります。 

※分配前の基準価額が個別元本と同額または下回る場合、分配金は全額元本払戻金（特別分配金）となります。 
 

 

○お知らせ 

 該当事項はございません。 
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ジャパン・アクティブ・グロース（分配型）

○（参考情報）親投資信託の組入資産の明細 (2023年６月20日現在) 

＜ジャパン・アクティブ・グロース マザーファンド＞ 
 下記は、ジャパン・アクティブ・グロース マザーファンド全体(31,263,956千口)の内容です。 

 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

株  数 株  数 評 価 額 

 千株 千株 千円 

鉱業（1.2％）    

ＩＮＰＥＸ 506 521.4 833,197 

建設業（2.5％）    

ショーボンドホールディングス 101.7 141 810,327 

大和ハウス工業 314.4 247.7 913,022 

食料品（0.7％）    

東洋水産 117.3 71.4 461,743 

パルプ・紙（0.5％）    

レンゴー 652.5 378.8 325,464 

化学（13.1％）    

日産化学 121.6 130.6 817,947 

信越化学工業 180.9 668.4 3,210,325 

日油 167.9 129.1 796,805 

関西ペイント － 236.8 511,606 

富士フイルムホールディングス 99.2 － － 

ミルボン 103.8 124.6 652,031 

ニフコ 215.3 159.2 619,924 

ユニ・チャーム 479.4 427.7 2,287,339 

医薬品（7.3％）    

日本新薬 75.1 93.5 600,924 

中外製薬 754.7 673.4 2,895,620 

参天製薬 609.7 546.8 662,448 

ＪＣＲファーマ 254.7 351.4 476,674 

第一三共 107.3 66 312,642 

機械（8.4％）    

三浦工業 261.2 201.4 742,159 

ディスコ 5 6.6 152,988 

ＳＭＣ 29.2 18.1 1,474,426 

ダイキン工業 113.9 87.6 2,570,622 

ダイフク 117 248.8 750,629 

電気機器（12.3％）    

日立製作所 104.2 63.7 557,183 

ニデック 155.2 － － 
 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

株  数 株  数 評 価 額 

 千株 千株 千円 

ソニーグループ － 98 1,346,030 

キーエンス 53.6 41.1 2,869,602 

シスメックス 160.3 108.1 1,070,622 

太陽誘電 61.1 － － 

村田製作所 178.7 138.9 1,165,926 

東京エレクトロン 14.8 67.2 1,344,000 

輸送用機器（1.3％）    

本田技研工業 163.8 － － 

シマノ 60.7 38.5 923,422 

精密機器（3.7％）    

テルモ 216.6 166.6 786,185 

ＨＯＹＡ 103.2 56 968,800 

朝日インテック 229.3 216 608,148 

メニコン 68.8 53.9 138,415 

その他製品（2.1％）    

バンダイナムコホールディングス 74 185.2 638,569 

ピジョン 496.9 397.5 827,793 

陸運業（0.9％）    

ＳＧホールディングス 361.3 315.2 650,572 

倉庫・運輸関連業（0.4％）    

トランコム 31 37.7 246,935 

情報・通信業（15.1％）    

システナ 954.8 1,113.6 350,784 

ＧＭＯペイメントゲートウェイ 183.5 188.1 2,241,211 

ラクス 232 224.3 581,497 

オービック 83.5 81.9 1,923,421 

トレンドマイクロ 38.9 55.5 406,149 

大塚商会 76.7 78.9 444,522 

ネットワンシステムズ 174 170.7 574,405 

日本電信電話 485 552.7 2,245,067 

ＫＤＤＩ 252.3 317.6 1,390,770 

カプコン － 27.6 152,821 
 

国内株式 
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銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

株  数 株  数 評 価 額 

 千株 千株 千円 

卸売業（2.3％）    

伊藤忠商事 344.9 280.4 1,601,644 

小売業（9.2％）    

ＭｏｎｏｔａＲＯ 765 1,107 2,126,547 

コスモス薬品 25 27.3 384,930 

パン・パシフィック・インターナショナルホ 157.1 274.8 685,900 

ニトリホールディングス 87.7 65.3 1,083,980 

ファーストリテイリング 30.7 53 1,962,060 

銀行業（0.2％）    

三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループ 613.5 148.8 146,270 

保険業（2.6％）    

東京海上ホールディングス 564.6 539.9 1,741,717 

その他金融業（1.5％）    

芙蓉総合リース － 37 409,220 

イー・ギャランティ 257.1 308.9 585,674 

不動産業（1.4％）    

三井不動産 － 169.2 480,274 
 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

株  数 株  数 評 価 額 

 千株 千株 千円 

カチタス 174 187.4 456,693 

サービス業（13.3％）    

日本Ｍ＆Ａセンターホールディングス 762.7 1,230.1 1,374,021 

エス・エム・エス 200.4 310.7 984,919 

エムスリー 722.4 887.6 2,922,866 

リクルートホールディングス 335.7 388.5 1,847,317 

インソース － 409.8 509,791 

ジャパンエレベーターサービスホールディン 167.1 112 208,768 

リログループ 191.8 276.6 561,221 

Ｍ＆Ａ総研ホールディングス － 48.6 675,054 

合 計 
株 数 ・ 金 額 15,801 17,187 68,080,599 

銘柄数＜比率＞ 64 67 ＜95.5％＞ 
 
＊各銘柄の業種分類は、期首、期末の各時点での分類に基づいてい

ます。 

＊銘柄欄の（ ）内は、国内株式の評価総額に対する各業種の比率。

＊評価額欄の< >内は、このファンドが組み入れているマザーファ

ンドの純資産総額に対する評価額の比率。 

＊評価額の単位未満は切り捨て。 
 

 

 



添付ファンド_9pt_971027.indd   17添付ファンド_9pt_971027.indd   17 2023/07/18   10:06:032023/07/18   10:06:03



－ 18 －

添付ファンド_9pt_971027.indd   18添付ファンド_9pt_971027.indd   18 2023/07/18   10:06:052023/07/18   10:06:05



－ 19 －

添付ファンド_9pt_971027.indd   19添付ファンド_9pt_971027.indd   19 2023/07/18   10:06:052023/07/18   10:06:05



－ 20 －

添付ファンド_9pt_971027.indd   20添付ファンド_9pt_971027.indd   20 2023/07/18   10:06:052023/07/18   10:06:05



－ 21 －

添付ファンド_9pt_971027.indd   21添付ファンド_9pt_971027.indd   21 2023/07/18   10:06:052023/07/18   10:06:05



－ 22 －

添付ファンド_9pt_971027.indd   22添付ファンド_9pt_971027.indd   22 2023/07/18   10:06:052023/07/18   10:06:05



－ 23 －

添付ファンド_9pt_971027.indd   23添付ファンド_9pt_971027.indd   23 2023/07/18   10:06:062023/07/18   10:06:06



－ 24 －

添付ファンド_9pt_971027.indd   24添付ファンド_9pt_971027.indd   24 2023/07/18   10:06:062023/07/18   10:06:06



－ 25 －

添付ファンド_9pt_971027.indd   25添付ファンド_9pt_971027.indd   25 2023/07/18   10:06:062023/07/18   10:06:06



－ 26 －

添付ファンド_9pt_971027.indd   26添付ファンド_9pt_971027.indd   26 2023/07/18   10:06:062023/07/18   10:06:06



－ 27 －

添付ファンド_9pt_971027.indd   27添付ファンド_9pt_971027.indd   27 2023/07/18   10:06:062023/07/18   10:06:06



－ 28 －

添付ファンド_9pt_971027.indd   28添付ファンド_9pt_971027.indd   28 2023/07/18   10:06:062023/07/18   10:06:06



－ 29 －

添付ファンド_9pt_971027.indd   29添付ファンド_9pt_971027.indd   29 2023/07/18   10:06:072023/07/18   10:06:07


